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隠岐諸島の島前地域における自然環境の保
全体制の構築

地域もクマも守る　四国の社会イノベー
ションプロジェクト

島前地域内調査 37 回

島のハンドブック作成 1 冊

今年度計画の達成度 100 ％

目標達成度 30 ％
 島根県隠岐郡
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活動内容と成果
【調査活動】
●島前地域3島内の生物調査実施回数：37回
●中ノ島の植物ハンドブックを作成し、町の施策を担
う行政各所と地域住民に配布した

●調査による新知見を論文、隠岐の文化財で4項目発表
【普及啓発活動】
●中ノ島の自然観察会を1回実施　参加者：5人
●西ノ島の自然観察会を1回実施　参加者：12人
●自然観察会のPR動画を6本作製し、YouTubeで発信
●自然展示会を1回実施（中ノ島）
●中ノ島の希少種生育域の整備を2回実施
●中ノ島の希少種6種を保全する看板を作成、設置

活動内容と成果
①調査・活動ステーションの設置、座談会や展示会の実
施、普及啓発パネルの制作、チラシ配布、住民意識調
査、活動報告冊子の制作など、地域への普及啓発活動
を実施

②地元住民と協力してクマによる養蜂被害の防除活動
を実施

③生息地の周辺地域でカメラトラップ45地点を設け、
外縁部における生息状況調査を実施

④地域とツキノワグマの共生に寄与する商品・サービ
スを「ISLAND BEAR Friendly」と名付け、第一弾
として地元企業と連携した「ISLAND BEAR 
Friendly五稜箸」を販売

課　題
隠岐島前地域の住民は自然と関わりながら生活してい
るため、独自の生態系であることを認識していない。そ
のため、環境改変等で特殊な自然環境が破壊される可
能性がある。

目　標
隠岐島前地域の自然環境の現状が整理できる調査が行
われ、島前地域の自然環境の現状が把握される。そし
て、各島ごとに島の環境に合わせた保全活動の実施体
制が構築される。

課　題
四国に生息するツキノワグマは僅か約20頭と推定さ
れ、回復傾向がみられない。早急な保全対策が必要だ
が、地域住民のツキノワグマへの許容度は十分に高く
はない。

目　標
①地域への普及啓発、②トラブル防止の体制整備、③生
息状況の把握、④ツキノワグマ保全による利益の創出
により、地域がクマの生息を許容できる体制基盤を構
築する。
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■苦労した点
新型コロナウイルスの影響で積極的
な普及啓発活動の実施が困難であっ
た。

■工夫した点
普及啓発のために、自然観察会の動
画を作成し、YouTubeにアップロー
ドすることで、自宅でも観覧できる
ようにした。

■苦労した点
参加者を募った一斉調査ができず、
45台のカメラトラップを少人数で設
置・回収した。

■工夫した点
地域住民数人に協力いただき現地調
査を実施した。クマの生息地を一緒
に歩き、保全意識の共有や連携体制
の構築などが行えた。

島前地域3島の調査を実施し、中ノ島の植物ハンドブックを作成した。他の2島でも
同様の植物ハンドブックを作成する。そして、それぞれの島のハンドブックを自然
観察等で活用して保全活動につなげる。

住民意識調査から、地域の許容度の低さが明らかになった。地域の不安軽減のた
め、普及啓発やトラブル防止の体制整備に力を入れつつ、地域づくりや地域観光の
視点を取り入れたポジティブな活動も進める予定である。

今後の
展望
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植物調査中植物調査中

クマ被害を受ける養蜂箱に電気柵を設置クマ被害を受ける養蜂箱に電気柵を設置

植物ハンドブックを作成しまし植物ハンドブックを作成しまし
た！た！

活動に協力いただいている地域の活動に協力いただいている地域の
方々方々

養蜂被害防除の実施者
数 3 人

生息確認地点数 15 地点

今年度計画の達成度 90 ％

目標達成度 40 ％


